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１１．．パパリリののメメイインン・・スストトリリーートト事事情情ににつついいてて  
パリに滞在されていた藤本氏より、パリのメイン・ス

トリートの状況について、写真等でご紹介頂きました。 

パリは歩行者主体の都市へと戦略的な転換が図られ

ており、その一端を垣間見ることができました。 

・ヴェリブ（Vélib'）と呼ばれる自転車の貸し出しシス

テムも構築されているが、まちなかで自転車を見かけ

ることがほとんどない。 

・基本は歩行者主体。観光客も基本は徒歩。地下鉄が都心の主な交通手段であり、乗降客数が想像以上に多

い。まちなかの Café はどこも大変な賑わい。 

折しも、御堂筋 80周年に向けて、海外の都市との比較も考えるべきという議論も出ている中、タイムリ

ーで、示唆に富む内容でした。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

２２．．8800 周周年年事事業業・・モモデデルル区区間間ににつついいてて  

＜＜協協賛賛ににつついいてて＞＞  
会員の皆様にご協力を募った御堂筋 80 周年事業の協賛については、バナー掲出に 11 社（事務局のアル

パック含む）、協賛金に 2社のご協力を頂きました。デザインの調整を経て、順次、モデル区間等を中心に、

バナーが掲出されていく予定です。 

※後日開催された御堂筋記念シンポジウムにおいても、当会は「プレミアムスポンサー」として紹介さ

れております。 

＜＜モモデデルル区区間間ででのの取取りり組組みみににつついいてて＞＞  
前回定例会以後、御堂筋 80周年事業について、モデル区間整備協議会の事務局チーム（ミナミ御堂筋の

会、なんば安全安心にぎわいのまちづくり協議会、ミナミまち育てネットワーク）で、事業内容について

詰める会合を進めており、途中経過を報告しました。 

定定例例会会ニニュューースス  vvooll..1199  
（平成 29年 4月） 

「ミナミ御堂筋の会」は、ミナミの御堂筋沿道の不動産オーナーが連携し、

「世界の御堂筋」をめざして、まちのあり方を提案し、実現に向けて働き

かける団体です。 

 

Vélib' 観光客等で溢れかえるカフェ シャンゼリゼ通り 地下鉄の駅 
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＜＜そそのの他他のの 8800 周周年年事事業業ににつついいてて＞＞  
上記の他、今後開催される 80 周年記念事業について情報提供を行

いました。 

●御堂筋シンポジウム（5/11、大阪・京都・神戸の三市長の対談） 

⇒参加希望社は事務局に連絡するようにアナウンスしました。 

●一斉清掃（5/11、記念日にあわせて沿道の清掃をミナミまち育て

ネットワークらエリマネ団体で実施） 

⇒「参加すべき」とのご意見が多数を占めましたので、当会の参

加を決定しました。なお、その際、ロゴなどを使ったアピール

を考えるべき、とのご意見がありました。 

●ワークショップ（今年度より随時、自転車など幾つかのテーマに

応じて開催し議論を深める）⇒随時情報提供することとします。 

３３．．今今年年度度事事業業ににつついいてて  
今年度の定期総会を６月に控え、事業計画についての意見交換を実施しました。上記の 80 周年記念

事業を中心としながら、「会の認知拡大、アピール」「会員の拡大」の取り組みを重点的に検討していく

こととしました。 

 

 

 

 

次回定例会のお知らせ 

平成 29年 5月 29日（月）16：00～ 難波御堂筋ホールにて開催 

定期総会のお知らせ 平成 29年 6月 26日（月）16：00～（懇親会あり） 

 

＜定例会参加者＞ 
【正会員】藤本（稔・勇吾）（株式会社播重）、眞鍋（平川商事株式会社）、中村（ジッポーナカムラ）、高士
（佳）（都島自動車株式会社）、池田（有限会社泉屋）、奥谷（三栄建設株式会社）、吉田（株式会社ベルコ）、
梅田（光明興業株式会社） 

【賛助会員】井原（株式会社アイ・プランニング） 
【オブザーバー】和田（ミナミまち育てネットワーク）、中村（株式会社フォエバーサンクス）※野村不動産
株式会社の代理でご参加 
【事務局】中塚・絹原・羽田（株式会社地域計画建築研究所（アルパック）） 

発行：ミナミ御堂筋の会  URL：https://www.facebook.com/minami.midosuji 

問い合わせ先：ミナミ御堂筋の会事務局 

（株式会社地域計画建築研究所大阪事務所 内【担当：絹原・羽田】） 

〒541-0042 大阪市中央区今橋 3-1-7 日本生命今橋ビル 10F 

TEL：06-6205-3600  FAX：06-6205-3601  E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp 

 

＜検討状況について報告＞ 

・80 周年事業が一過性に終わることなく、将来を

見据えたビジョンを示すものに、ここから波及し

モデル区間の延伸や、周辺に波及していくものに

との議論をしている。 

・体制としてはモデル区間整備協議会が主催とな

り、町会・商店会や各種団体との協働で実施して

いくこととなる。 

・大阪市からも実施にあたって支援（例：警備費等）

を検討するとの話ももらっている。 

・５月中くらいを目処に、事業内容の大枠を決定し

ていきたい。 

＜主な意見＞ 

・基本的な方向性としては賛同したい。 

・事業の中で当会のはたすべき役割も大きいと思 

われる。会の中に本事業の担当を置いていくこと

も考えていくべきか。 

・小規模でも道をうまく使う企画が出来れば。 

・文化的なことも含めて、まちを活気づけ、ビル  

周辺の価値を上げていくことが大事。 

・モデル区間整備でハード整備ができたものを次 

の手としてどういったところにつなげていくの

か。自分たちの協力体制がどこまで作れるかも含

めて考えていきたい。 

※ご予定をお願いします 

https://www.facebook.com/minami.midosuji
mailto:minami-midosuji@arpak.co.jp

